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はじめに
　漁業といわれると、一般には男性が主に活動しているイメージが抱かれや
すいかと思われる。漁船を操縦し、漁具を用いて不安定な漁船の上で魚と格
闘する海の男、といったイメージがおそらく先行するであろう。しかし、実
際には男性が海から帰ってきた後の身の回りの世話や漁獲物の売買を行なう
といった女性の活躍があり、その活躍に支えられて漁師は生活を営んでい
る。かつては網元のもとに網子が集まり数人で船を操縦し、漁業を営む形態
から、近年では夫婦や家族を単位とする家族経営を基本とした漁業形態が増
加し、それが一般化しつつある。また、漁村は主生業を漁業とする村落であ
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るが、しかしながら漁業だけで漁村の生活が行なわれているわけではない。
　漁村における女性の役割・働きについては、民俗学においては瀬川清子ら
の先行研究がある。瀬川の報告では、漁業以外にも家事や畑の作業といった
多様な活動を女性が行なっていたことがわかる。しかしながら漁村の現状は
どのようなものであり、また女性はどのように働いているか、という点につ
いては管見の及ぶ限りでは、民俗学においてあまり研究対象にされてこな
かったように思われる。
　筆者の調査地である香川県仲多度郡多度津町高見島では現在は漁業で生計
を立てている人がほとんどである。しかしかつては除虫菊やスターチス等の
花卉栽培もさかんに行なわれていたことは現在高見島で暮らしている人たち
の話によく出てくる。本稿では瀬戸内海島嶼部においてかつてさかんに行な
われていた花卉栽培の状況を事例として、主に漁村の女性の経済的な役割の
報告を行なう。そして、半農半漁で生計を立てていた人たちが漁業に専業化
する契機はどのようなものであり、現在においてはどのように働いているの
であろうかを考察していく。
１、先行研究の整理と問題の所在
　民俗学におけるこれまでの漁撈に関する論考では女性は祭礼やケガレと
いった禁忌面での報告が目につき、女性は船には乗れない、または特別な目
的で船に乗るという儀礼的側面が強調されてきた（１）。しかしながら瀬川清子
は各漁村における女性の働きについて多くの記述を行なってきた。特に『海
村生活の研究』所収「海村婦人の労働」の項目において、漁村での女性の立
場について「一部落が擧つて漁をして居ても、その妻や娘が後の山腹を耕し
て生計の半ばをまかなふ所謂半農半漁の村が普通である」と述べられるよう
に女性は漁に参加せずとも畑に出向き、労働を行なっていた（２）。また漁獲物
の販売も女性が担うことも多く、鮮魚として販売できない地方ではその加工
も女性の仕事であったという。瀬川はそのような半農半漁の村においては、
漁に出る男性から家の経済を任されるため漁村の女性は家の経済を一手に支
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配することが多く、「陸上の生活のまかなひを委任せられる度合は、農村の
婦人等よりも大きい」としている（３）。このような瀬川の報告から分かるよう
に漁撈活動が中心の漁村においても、実際の生活を営むためには女性の労働
や活躍は欠かせないものであったことが見て取れる。男性が漁に出向いてい
る間に女性は畑で労働を行ない、家計を預かり家事を執り行ない一家の生計
を切り盛りする、という役割は半漁半農の漁村では普遍的であったといえよ
う。瀬川の報告を見る限り、仕事の量は男性よりもむしろ女性の方が多かっ
たといっても過言ではない。高桑守史も漁村において男性は一般的に漁撈活
動に従事する一方で、家族内の行動は「妻の才覚がその家族の生活向上に大
きく作用」するとし、また夫の獲ってきた魚の加工や販売といった面も女性
の仕事としている（４）。
　このような漁村地域の女性の活動については、竹内由紀子（５）や富田祥之
亮（６）が沿岸地域における女性の労働について考察している。また、高桑は能
登半島の沿岸漁村における漁業の専業化の過程について歴史的経緯を踏まえ
た研究を行なっている（７）。
　しかしながら漁村の女性の労働が畑作から漁業を主軸とするようになり、
さらに専業化していく内容についてはあまり触れられていないように思われ
る。本稿は漁村における女性の労働としての畑作、特に換金目的で生産され
ていた除虫菊や切花栽培といった花卉栽培を中心に取り上げ、そこで女性が
どのように働いてかつ漁業と折り合いをつけていたのか、そして調査地にお
いてさかんであった花卉栽培が行われなくなり女性が漁業に従事し、しかも
専業化していくプロセスを考察していく。
２、漁村における産業の変化と女性の働き
　本章では、漁村における女性の働きに関する研究史について、主に漁業経
済史における成果を整理しながら概観する。あわせて、現在の漁村における
女性の労働の全体的な動向も概観していく。
　漁村における女性の働きに関する研究としては、まず岩崎繁野による一連
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の研究があげられる。岩崎は沿岸漁業が行われている17ヶ所の地域に赴き、
各漁村にて女性がどのように漁業に参加し、働いているのかについての報告
と分析を行なっている（８）。岩崎は女性の漁業へのかかわり方を、夫や親・子
と共に出漁し漁撈を行なう、もしくは養殖業を共にする「漁業に直接参加す
る形式」、自営漁業や水産加工、行商などの「間接的に参加する形式」、最後
に他産業の内職など「漁業とは関係のない形式」の３つに分類している。そ
の中で岩崎は、労働力として女性の活動が調査に赴いた各漁村にて増加して
いること、そしてその女性の働きなしでは沿岸漁業が立ち行かないことを指
摘している。また女性が漁業に従事することによる生活時間の変化や生活環
境の変化についても述べられており、漁業に従事する傍ら家事等も行わなけ
ればならない女性の多忙さを明らかにしている。
　続いて加瀬和俊が、戦後高度経済成長期における家族自営業の女性の労働
の変化について報告している（９）。加瀬は主に農業・漁業センサスを使用して、
女性の労働変化を分析している。戦後から農家・漁家ともに労働力は流出し
ていったが、農家は兼業化が進むのに対し、漁家は反対に「副業的な零細漁
家の脱漁業化は進行したが、最大の兼業部門であった農業兼業の放棄もあっ
て、専業化の傾向が強まり、専業と第一種兼業とでほぼ７割を占めている」
と指摘している（10）。そのような状況下において、漁家女性はどのような働き
をしていたのであろうか。加瀬は養殖業や採貝・採草漁業では男女の就業率
が同等である一方、釣り漁業に代表される一般漁船漁業では女性の就業率が
低いことを指摘している。それは養殖業や採貝・採草漁業がある程度時間に
融通がきくのに対して、一般漁船漁業は時間の拘束性が強く、家事労働が行
ないにくいためにこのような結果となっていると述べる。しかし、刺網漁・
底引漁といった海上労働を多く必要とする漁業には女性の乗組がある程度避
けられず、「家事労働などとの関係でもある程度の無理をしても、女子（具
体的には漁業経営主の妻）が乗り込むという選択がなされる傾向があるわけ
である」としている（11）。
　では近年の動向はどのような様子なのであろうか。香川県における漁業の
動向を第11次漁業センサス（2003）にて概観していく。それによると最盛期
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における家族内での海上作業従事者数は男性2380名、女性705名で、女性の
従事率は23％である。一方、陸上作業のみに従事している家族、雇用者を含
めた数は男性445名、女性1219名であり、女性の従事率は73％と海上作業以
上に女性が漁業に従事している（12）。これらにより香川県においても女性が漁
業の現場にて多く従事している現状が見られる。
　以上漁村における女性の労働の全体的な傾向を概観してきた。かつて女
性は沿岸漁業には積極的に参加せず、あくまで採集を基本とするような漁業
に従事してきた。しかし漁村の人口の流出と技術の発達に伴い、女性は夫と
いった漁業経営主と共に漁船に乗り込んで海上作業に従事する、もしくは漁
船に乗り込まずとも陸上作業にてなんらかの形で漁業作業に従事していった
流れが概観できたかと思われる。次章では具体的にどのように女性の労働が
行なわれていたのか、また漁業に参加するようになったのかを見ていきたい。
３、女性の労働とその変化
　２章では漁業経済史の成果を参照することで、漁村における女性の労働の
大まかな流れと傾向を概観した。では実際に漁村ではどのような流れがあっ
て、女性が漁業に専業的に関わるようになっていったのであろうか。その点
を、瀬戸内海島嶼部である香川県仲多度郡多度津町高見島の畑作について報
告しながら考察していく。
３－１、調査地概要
　調査地である香川県仲多度郡多度津町高見島（以下高見島とする）は香川
県中部に位置する瀬戸内海に浮かぶ塩飽諸島の一つにあたる。高見島は島全
体が標高297メートルの山からなり、島の周囲は6.6キロメートル、面積2.6平
方キロメートルである。集落は南東に浜、東に浦と呼ばれる集落がある。ま
た北には板持集落とよばれる集落があったが、現在は住民がいなくなり家屋
も朽ち果てている。気候は典型的な瀬戸内海気候であり、降雨は非常に少な
い。そのため高見島の人からは水に非常に苦労したという話をよく聞く。平
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成４年（1992）より多度津町から海底パイプを通して水が送られてくるよう
になり、現在では水に困ることはなくなった。
　町制については明治23年（1890）から高見島村となり、昭和31年（1956）
に多度津町と合併して多度津町高見となる（13）。高見島の人口は正徳３年
（1713）に戸数249世帯、人口1442人であり、大正４年（1915）には戸数198
世帯、人口1001人となる。昭和20年（1945）には近代に入ってからもっとも
人口が多くなり、戸数239世帯、人口1110人であったが、それから時代が下
るにつれ戸数、人口ともに減少していく。国際基督教大学の調査報告による
と平成６年（1994）には戸数76世帯、人口150人となり、現在（平成22年）
においては島内の人口は43人といった過疎地域となってしまっている。
　明治５年（1875）にて高見島では全戸数の半数が大工職を占め、出稼ぎへ
行っていた。その後大工職の出稼ぎが廃れていくと職人たちが農業に従事す
るようになり、明治５年（1872）の農家戸数は46世帯であるのに対し、昭和
36年（1961）には133世帯と大幅な増加を見せているが、一方専業漁家は10
世帯である（14）。しかし、昭和52年（1977）の職業別戸数には農業が31、漁業
が46と漁業が大幅な増加をみしている。その後漁業を主軸とするところは増
え、平成６年（1994）には専業漁業が27世帯、兼業漁業が８世帯と漁業を生
業の中心とする地域へ変貌していった（15）。
　平成22年（2010）現在の主な生業は漁業であり、現在高見島で生計を立て
ている人全てが漁業を営んでいる。行なわれている漁業種は蛸壷漁、底引き
漁、潜水漁、刺し網漁等である。多くの漁師が夏季は蛸壺漁や底引き漁、冬
季には潜水漁を中心に行なっており、どの漁においても漁船には２～３人が
乗り込むことになっている。高見島の漁師は高見・佐柳島漁業組合に所属し
ており、正規組合員は67名（内高見島の組合員は52名）であるが、その中に
女性は含まれていない。女性は経営主に雇用される形で漁船に乗り込み、共
に出漁し、海上作業に従事する。多くの漁師は自営であり、家族や夫婦での
操業を行なっている。また女性は海上作業に従事せずとも漁獲物の仕分け
や、網や蛸壷といった漁具の手入れを行なっている。
　さて次に畑のことであるが、『多度津町史』によれば昭和36年（1961）に
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は耕地面積は65haであり、１
戸平均の作付面積は4.78反（約
47a）、主に麦類、雑穀、甘藷、葉
たばこ、除虫菊といったものが生
産されていた（16）。自家消費用の作
物は屋敷内の畑で栽培していた
が、麦や除虫菊、スタージス、菊
といった花卉栽培は主に山頂から
山腹にかけて畑を切り開き、そこ
で行なわれていた。「両島（筆者
注：高見島・佐柳島）共に山の傾
斜のきつい所までよく耕されてい
て、殊に高見島は海抜三百米の高
さのところまで畑があり、婦人の
労働はかなりきびしいもののよう
である」とあるように山全体を畑
として利用していた（17）。図１は昭
和12年（1937）に撮られた高見島
の様子である。モノクロであるた
めに分かりにくいが、山頂から山
腹にかけて花が咲いていることが
確認される。図２は現在の高見島
の様子であるが、図１と比べると
現在まったく畑作が行なわれてい
ないことが分かる。畑は山腹に散
らばるようにして点在しており、
大体10a程度の広さの畑であった
という。図３は昭和20年ごろに撮
影された除虫菊を栽培している畑
図１：昭和12年（1937）における高見島
神奈川大学日本常民文化研究所『ア
チック写真 vol.３』より転載
図３：昭和20年ごろの除虫菊畑の様子
個人所蔵
図２：現在（平成22年）における高見島
筆者撮影
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の様子であるが、その奥にいくつもの畑が棚田のように広がっており、そこ
に花が咲いているのが見てとれる。
　花卉栽培は大正６年（1917）に高見島に持ち込まれ、それ以降平成に入っ
てしばらくまでは行なわれていた。除虫菊の作付けは12月であり、また普段
の世話としては主に草刈り・畝作りであったと昭和10年（1935）生まれのT.N
（女性）さんはいう。草刈り自体は一回行なってしまえばそうそう生えるも
のではないが、作付面積が広く、またかなりの量の花を栽培していたため日
に日に畑へ通い、世話をしなければならなかったという。出荷にあたる花摘
みの時期は４～５月ぐらいであり、花が咲いているものしか採れず、収穫す
る際は咲いているものを選り分けるため、大変で忙しい。苗も１年ごとに植
え替えを行ない、３年間かけて育てる必要がある。また花を摘む際にも鎌な
どの道具は使用せず、中指と薬指の間に茎を挟んで折り曲げるようにして摘
んでいた。栽培された花は、かつては個人が直接市場の方に持ち込んでいた
が、運送業者から要請があり昭和30年ころに花卉栽培を主に行なっていた浜
集落に花組合が作られ、それ以降はそこからまとめて定期船に乗せられ出荷
されるようになる。また出荷された花は倉敷・岡山・大阪（岸和田・梅田）
といったところへ運ばれていく。
　農業集落カードにより高見島での農家の状況をまとめてみると、昭和45年
（1970）には総農家数が84世帯であったのが徐々に専業、兼業農家とも減少
している様子が見て取れる（表１を参照）。また花卉類の収穫面積も減少し
ており、平成７年（1995）の農業集落カードからは調査対象外へとされてし
まう。そのため、その後どのような動向を見せたかは分からないものの、聞
き取りにより現在栽培は行なわれていないことは確実である。
　また高見島の漁業の状況も変化していることが見て取れる。表２は漁業セ
ンサスの調査をまとめたものであるが、これによれば漁業を営んでいる数は
昭和45年（1970）の調査によると109世帯あり、うち専業が34世帯で残りは
第一種兼業、第二種兼業合わせて75世帯であったのが、年を追うごとに徐々
に専業の数を増していく。平成８年（2008）の調査では42世帯の漁業を営む
経営体が見られるが、専業は31世帯と高見島における経営体のほとんどが漁
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業を専業で営んでいる状況となっている。
表１：高見島の農家数
年度 総農家数 専業農家 第１種兼業 第２種兼業
花 き 類
収穫面積
備考
戸 戸 戸 戸 ha
1970 84 26 6 52 550
1975 51 25 1 25 505
1980 40 15 25 230
1985 27 8 15 170
1990 13 2 11 浜部落のみ
農業集落カードより筆者作成
表２：高見島における漁家数と変化
年度 専業 兼業
自営漁業が主 自営漁業が従
計 小計 小計
戸 戸 戸 戸
1957（第２次） 64 2 53 9
1964（第３次） 82 9 67 6
1970（第４次） 109 34 62 13
1975（第５次） 60 26 32 2
1980（第６次） 56 37 18 1
1985（第７次） 59 28 30 1
1990（第８次） 51 28 19 4
1995（第９次） 48 43 3 2
2000（第10次） 40 33 4
2003（第11次） 34 26 6 2
『漁業センサス』より筆者作成
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３－２、女性の労働
　では高見島での畑作はどのような状況であったのだろうか。ここでは主に
筆者による聞き取り資料をもとにしながらその労働の状況をみていきたい。
　武田明が当時の高見島での様子を「娘組の一番主な仕事は麥の搗き合ひで
あつた。男は一寸も農業をしないので娘は年少の時からムスメグミでよく仕
こまれたのだと言ふ」とある（18）。また「女は家をたてていく。男が出稼ぎに
でかけた留守の時が多いので仕事が多く農作に従事してゐる。昔から亭を一
人と家族さへ養はぬオナゴは役に立てぬと言はれ此の島の男が女に比べてグ
ウタラが多いのにもかかはらず女はよく働く」といった記述も見受けられ
る（19）。武田の報告から高見島での農業は女性が中心となって行なっていたこ
とが見受けられる。また「昔は女の人はみな畑に出ていたので畑で一緒にな
ることがよくあった。肥料や水その他の面で助けあうことが多かった。山頂
に畑があった時は行き帰り誰かと一緒になることが多かった。そういう意味
で近所の人と顔を合わせることが多かった」という話や（20）、「婦人会があっ
たころは婦人会にて話し合いとして女性が集まっていた。日中は働き、15時
から集まろう、晩に集まろうといって集まって話し合いをしていた。婦人会
が無くなるぐらいの時には大方の畑は止めており、また人も少なくなって
いた」というT.Nさんの語りから明らかなように、花卉栽培においても中心
となって働くのは女性であった。しかしながら出荷の花摘み作業にあたる４
月、５月は当然忙しく、女性だけでは作業が終えられない。T.Nさんは出荷
の忙しい時期は「朝早く起きて畑に行き、出荷する分を採ってきて10本ずつ
束にくくってそれを50～60束ぐらい箱詰めして出荷する。晩になったらまた
採りにいき、夜なべして翌日の出荷に間に合うように作業を行なっていた。
そういった作業が日課であった」という。そのため普段の世話は家によって
異なるものの、その時期だけは男女関係なく出漁できない日の合間をぬい、
また時には漁ではなく花の仕分け作業に集中するという家も多く存在した。
また夫婦二人では手が足りないときには近所の親戚にお願いして手伝っても
らったという。勿論このような状況は畑のみならず、漁が大漁であるときに
は今度は女性がそちらを手伝ったりもする。そのような状況を「半農半漁で
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あった。男が漁に、女が畑に、というはっきりとした役割分担ではなく、忙
しければ二人で漁を、畑を、といった形をとって生活していた」と昭和９年
（1934）生まれのH.N（男性）さんは語る。このようにあくまでも畑の世話
は女性が中心になりつつも、それぞれが行なう生業に忙しいときにはそちら
に力を合わせてとりかかるというような状況であったことがうかがえるかと
思う。
　しかし、現在では花卉栽培を行なっている家は一軒もない。主に自家消費
用の作物しか作らず、漁業に従事していたH.K（男性）さんは「除虫菊はい
つの間にかやらなくなっていった」と語る。また、T.Nさんは25年ほど前に
花卉栽培をやめてそれからは夫婦２人で漁業を営んでいた。漁業へ労働の割
合を大きくしたきっかけとしては花卉栽培を取り仕切っている人が事故によ
り亡くなってしまい、ほかに誰も指導できる人がいなくなり花卉栽培を行な
う人がいっぺんにやめてしまったという。勿論それ以降も花卉栽培を続けて
いた家はあった。しかし、無理をして花卉栽培を行なうよりも漁業に従事し
たほうがよい、という判断により、T.Nさん宅では漁業を生業の中心とする
生活へと変化していった。なぜ漁と畑に関わる半農半漁のフレキシブルな労
働を行なっていた高見島の人々が畑作をやめ、漁業を中心とする労働へと変
化してしまったのだろうか。
　指導者がいなくなった、という点以外にまず考えられることは、花卉栽培
による収入の低下といった経済的な理由があげられる。花卉栽培自体に関し
ては近年国内生産量を増加させている。全国における切花の農家数と出荷量
であるが、農家数の方は減少しつつも全体の出荷量は平成に入ってから増加
している。しかしながら表３は香川県における花卉栽培の統計であるが、そ
こでは農家数、出荷量ともに減少傾向にあることが分かる。このように香川
県下において花卉栽培は減少しつつある。それは高見島の花卉栽培も同様
に、時代が進むにつれて減少し、平成２年（1990）の農業集落カードでは確
認できない。また高見島における花卉栽培は露地栽培が主であり、器機を使
用した栽培が行なわれていたが（21）、上手く行かず廃れてしまった。このよう
に大規模に行なわれる花卉栽培に対抗する競争力を持てなかったことが花卉
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栽培の衰退、消滅の一つの大きな要因であろう。
　また、もう一つの要因として漁船や漁具の機械化による労力の軽減化と
いった視点もあげられる。大正14年（1925）生まれのY.N（女性）さんは高
見島以外の地域から昭和23年（1948）に嫁にやって来た人物であるが、この
方は高見島にやってくるまで漁業はおろか船にもあまり乗ったことがなかっ
た。また高見島では学校の講師をしており、漁業とは関係ない。しかし結婚
した夫が蛸壷漁を営む漁師であったため、蛸壷漁の忙しい８月はよく漁船に
乗って運転をさせられたという。それも運転したことがないから断ろうと
すると夫から「（多度津の方にある）工場の煙突の見える方向にハンドルを
まっすぐ握っていればいい」と言われて運転をしていたという。この話から
分かるように漁船を運転するには特別な技術が必要とされなかったことが分
表３：香川県における花卉栽培の推移
年次 切り花類
栽培農家数 出荷量
計 計 露地 施設
戸 1000本 1000本 1000本
平．２（1990） 1550 111800 32400 79400
平．３（1991） 1500 112000 31300 80700
平．４（1992） 1650 120100 35700 84400
平．５（1993） 1540 112400 31700 80700
平．６（1994） 1510 106600 31500 75100
平．９（1997） 1430 98200 26900 71300
平．11（1999） 130 87500 24600 62900
平．12（2000） 124 83400 23300 60100
平．13（2001） 130 83000 22300 60700
平．14（2002） 1230 78100 57100
平．15（2003） 1200 79700 57400
平．16（2004） 1210 71600 52000
平．17（2005） 1020 66900 48400
平．18（2006） 973 69400 51400
農林水産省「花きの作付（収穫）面積および出荷量」調査より
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かる。『多度津町誌』によると、昭和２年（1927）に高見島へ所属する170隻
の内すでにエンジン付きの船が10隻ほど存在していたことが見て取れる（22）。
またH.Nさんも20歳から船舶免許をとり、漁を始めたが当初の船はエンジン
付きの木造船であったという。別の話者にも聞いてみたが、70歳代の話者の
ほとんどが10～20歳代のときからエンジン付きの船に乗っていた。櫓を操っ
て漕ぐ必要性が薄れて船を操ることに大きな労力が必要なくなったこと、ま
たそれに伴い風や潮汐といった経験からくる船を操る上で重要な知識がさほ
ど必要なくなったこと等が女性の漁業参加を促す要因の一つであったことは
間違いないかと思われる。また蛸壷のヒモや流し網等の漁具を船にあげると
いった行為も動力化されており、労働が軽減され男性でかつ大人数で船に乗
り込み働くといった必要がなくなってきた。このような漁船や漁具の動力化
が女性の漁業参加を促す要因となった。また漁業経済史の研究を踏まえて漁
業の経営が数名による共同作業ではなく、個々の家庭で操業するような自営
漁業となりそのための労働力として女性が必要とされていたという点も漁業
への専業化を促進させたと考えられる。
　これらのような要因のもと、高見島における花卉栽培は衰退、消滅して
いった。そして以前までは男性中心で営んでいた漁業へと女性も参加し、現
在では高見島にて生活を営んでいる人は漁業に従事する人がほとんどであ
る。
結びにかえて
　本稿では瀬戸内海島嶼部における女性の労働役割について高見島の事例を
参照しつつ、漁村における女性の役割についてと、畑作が中心であった女性
の労働が漁業へと従事していった要因を考察してきた。花卉栽培においては
武田が報告したように女性が中心となって畑作を行なっていたものの、漁業
に従事している男性も時期においては女性中心の畑作にも手伝いを行なって
おり、また逆に女性が漁業の手伝いをするといったフレキシブルな活動が行
なわれていたことが見て取れた。しかしながら花卉栽培自体の衰退と漁船、
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漁具の動力化、そして女性でも漁撈が行なえる程度に労働量が軽減されてき
た。そういった要因により半農半漁であった労働が漁業に専業化し、それま
で畑作中心としていた女性が漁船へと乗り込み、漁業へ従事していくという
流れが見受けられた。
　本稿においては商品作物としての花卉栽培について中心に述べてきたが、
しかしながら現在でも自家消費用の野菜を自宅近くの畑にて栽培を行なって
いる。この自家消費用の畑については草刈りや水遣り、作物の手入れといっ
た日ごろの世話は主に女性が行なっている。主に漁業に従事している男性が
畑に出てくるときは、肥料等の重いものを畑に運ぶときや耕運機を使用して
畑を耕すといった大きな手間のかかる仕事を中心にしている。この点で言え
ば武田明が報告した状況のように、現在でも女性が畑で働くといった生業に
おける役割区分がなされているといってもよい。このような状況が武田の調
査した時期から変わらずになされているのかは判断する情報がないものの、
それまで畑仕事をしていた女性たちの働きの一旦は現在でも見受けられるか
と思われる。そうした生活の変化や現在でも行なわれている事象について今
後とも研究を行なっていく所存である。
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